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地熱発電の仕組み

〇地熱発電を行うためには、地下深部（約２０００ｍ）に１５０度を超える高温・高
圧の蒸気・熱水がたまる、地熱貯留層が形成されていることが必要。
〇地熱貯留層の形成には、①水 ②熱 ③容器 の３つが必要。
〇地熱貯留層に井戸（生産井）を掘削することで、蒸気・熱水を採取し、発電を
行う。
〇発電後の熱水は、井戸（還元井）から再び地熱貯留層へ戻すことで、半永久的
に発電が可能となる。
〇天候に左右されず、朝も夜も発電ができ、安定的に発電が可能。
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背景：世界における日本の地熱資源・発電の現状

➢世界の地熱発電設備容量は年平均270MWの増加率で急速に拡大。

➢米国、尼国，トルコ，ケニアで設備容量が顕著に増加。
➢フィリピン，メキシコ，イタリア，日本では停滞傾向。

➢日本の地熱資源量は米国、尼国に次いで世界第３位だが、
設備容量は世界第10位。

☞日本では豊富な地熱ポテンシャルを活かしきれていない。

資源エネルギー庁ＨＰより抜粋







6

・2012年度のFIT制度施行を受け、2013年度より地熱発電の導入拡大を推進する
ため、地熱研究開発事業を再開。
・2010年度「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」（2010年12月閣議決
定）を踏まえ、2012年度から地熱資源開発・調査業務はJOGMECへ移管。
・地熱利用技術開発に係る業務は、引き続き実施。

これまでの取り組み

地熱発電技術研究開発

地熱発電導入拡大研究開発

超臨界地熱発電
技術研究開発

FY2013～2020

FY2018～2020

FY2021～2025

・高機能地熱発電システムの機器開発
・小型バイナリー発電システム開発
・環境保全対策技術開発
・高度利用化技術開発
・地熱発電革新的技術開発
・超臨界地熱の実現可能性調査

（FY2017）

・超臨界地熱資源評価
・調査井資材等の開発
・貯留層ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ手法開発

・①超臨界地熱資源技術開発
・②地熱発電高度利用化技術開発
・③環境保全対策技術開発

2021












